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マーケットムード

80
/ 100  成長加速

AIと自動化が牽引する医療・バイオの産業変革を加速
細胞治療の製造効率向上、創薬の高速化、ウェアラブル診断の普及が同時進行し、個別化医療の実現を前進
させる。

デジタルバイオマニュファクチャ
リング市場規模 経口GLP-1薬市場規模 2026年Q1バイオファーマM&A;

総額 新規ADC候補数

661.4億ドル 321億ドル 650億ドル超 130件
2034年予測 2035年予測 2020年以降最高 前年比88%増

S1-17 S3-13 S2-25, S3-25 S3-10

今週の総括

医療・バイオ分野は、AIと自動化技術の急速な導入により、細胞治療の製造プロセス、創薬開発、そして診断技術にお
いて構造的な変革期を迎えている。特に、細胞・遺伝子治療では、製造の複雑性とコストが主要課題となり、自動化さ
れたクローズドシステムやCDMOの役割が拡大。AIはタンパク質構造予測や分子設計を加速し、新薬開発期間を短縮す
る。同時に、連続グルコースモニタリング（CGM）に代表されるウェアラブルバイオセンサーは、非侵襲的モニタリン
グの精度向上と小型化が進み、予防医療と個別化医療の普及を後押しする。日本企業は、これらの技術革新を製造・素
材・計測機器の強みと連携させ、グローバル市場での競争優位性を確立する必要がある。

4サブトピック サマリー

サブトピック 主な動向 勢い 主要プレイヤー

細胞培養技術 プロセス分析技術（PAT）とAI DoEの導入により、
バイオ医薬品製造のリアルタイムモニタリングと培地
最適化が進展。デジタルツイン活用で大規模化効率が
向上する。

↑ 上昇 Mosa Meat、HTMP Biotechnology
、Benchling、NTHRYS Biotech
Labs

iPS細胞・再生医療 CRISPR遺伝子編集療法が第3相臨床試験で有効性を
示し、CAR-T療法も新たな適応症で進展。製造の自
動化とスケーラビリティが商業化の最重要課題となる
。

↑ 上昇 Intellia Therapeutics、Cellectis、
uniQure、Orca Bio

創薬・DDS AI創薬プラットフォームがタンパク質構造予測と分子
設計を加速し、臨床試験段階のAI開発薬も登場。経口
GLP-1薬が肥満・糖尿病市場で急成長を牽引する。

↑ 上昇 Isomorphic Labs、Insilico
Medicine、Novo Nordisk、Biogen
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バイオセンサー 連続グルコースモニタリング（CGM）がOTC化と小
型化で普及を加速。ウェアラブルセンサーは心臓・呼
吸器疾患、女性ホルモンなど多様なバイオマーカーモ
ニタリングへ拡大する。

↑ 上昇 Dexcom、Abbott、Medtronic、Se
nseonics
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今週の注目トレンド（全5件）

TR-01  HIGH 分野横断

AIと自動化がバイオプロセスを変革
AIと自動化技術が細胞培養、創薬、診断の各プロセスを効率化し、開発期間とコストを大幅に削減する。

AIと自動化は、医療・バイオ分野全体で不可欠な技術となりつつある。細胞培養では、PATやAI DoEソフトウェアがリ
アルタイムモニタリングと培地最適化を可能にし、バイオリアクターの大規模化を効率化する（S1-01, S1-08, S1-10
）。創薬分野では、AIプラットフォームがタンパク質構造予測、分子設計、臨床試験最適化を加速し、新薬開発の成功
率を高める（S3-01, S3-03, S3-04, S3-07, S3-12, S3-20）。診断分野では、AIとウェアラブルセンサーの統合によ
り、高度な健康モニタリングと疾患の早期診断が実現する（S4-06）。これらの技術は、データ駆動型のアプローチを
強化し、個別化医療の基盤を構築する。

デジタルバイオマニュファクチャリング市場 新規ADC候補 AI創薬プラットフォーム資金調達

2034年までに661.4億ドル 130件が臨床開発進展 Isomorphic
Labsが21億ドル

▶ Isomorphic Labs ▶ Insilico Medicine ▶ Benchling ▶ NTHRYS Biotech Labs ▶ Boltz

参照: S1-01 S1-10 S3-01 S3-03 S4-06

TR-02  HIGH 細胞培養技術, iPS細胞・再生医療

先進治療薬の製造スケーラビリティが課題
細胞・遺伝子治療の商業化には製造の複雑性と高コストが障壁となり、CDMOと自動化システムがその解決策と
して台頭する。

細胞・遺伝子治療分野では、科学的発見から商業化への移行において、製造の複雑性、高コスト、スケーラビリティが
最大の課題となっている（S2-16, S2-33）。この課題を解決するため、CDMO（Contract Development and
Manufacturing
Organization）が多額の設備投資を行い、バイオリアクターの増設やGMP製造拠点の強化を進めている（S1-09,
S2-10, S2-17, S3-23）。また、自動化されたクローズドシステムや統合型細胞治療製造プラットフォームの導入が、
一貫性、効率、費用対効果の向上に不可欠とされている（S1-11, S2-14, S2-26）。CellaresやOri
Biotechのような企業が、FDAのAMT指定を受け、自動細胞治療生産市場を牽引している（S2-26）。

Cellares資金調達 バイオファーマM&A;総額 細胞治療バッチ失敗率

3億2700万ドル 2026年Q1に650億ドル超 最大18%

▶ Cellares ▶ Minaris ▶ OmniaBio ▶ Recipharm ▶ WuXi Biologics

参照: S1-09 S1-11 S2-16 S2-17 S2-33

TR-03  MID iPS細胞・再生医療, 創薬・DDS

遺伝子編集とDDS技術が臨床応用を加速
CRISPR、プライム編集、LNP、細胞外小胞（EVs）などの技術進化が、遺伝性疾患や難病治療の新たな選択肢
を創出する。

遺伝子編集技術は、in vivo CRISPR療法（Intellia
Therapeuticsのlonvo-z）が第3相で発作率87%削減という画期的な成果を出し（S2-01,
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S2-09）、プライム編集もLNPを用いたin vivoデリバリー効率が大幅に改善された（S2-08, S3-18）。また、ヒュー
ストン大学はLNPに塩を加えることで細胞内送達効率を向上させる「塩負荷LNP」を発見し、遺伝子治療のボトルネッ
クを解消する可能性を示した（S2-24, S3-14）。テキサス大学MDアンダーソンは、DMD治療で全長遺伝子を細胞外
小胞（EVs）で送達する非ウイルス性デリバリープラットフォームを開発し、既存の課題克服に貢献する（S2-11）。
これらのDDS技術の進展は、遺伝子治療の安全性と有効性を高め、幅広い疾患への応用を加速させる。

lonvo-z発作率削減 SonoThera資金調達 FDA迅速承認

87% 1億2500万ドル 血液脳関門通過生物製剤AVLA
YAH

▶ Intellia Therapeutics ▶ Broad Institute ▶ University of Houston ▶ SonoThera ▶ Beam Therapeutics

参照: S2-01 S2-08 S2-09 S2-11 S3-14

TR-04  MID バイオセンサー

ウェアラブルバイオセンサーの普及と非侵襲化
連続グルコースモニタリング（CGM）のOTC化と小型化が進み、多様なバイオマーカーを非侵襲的にモニタリン
グするウェアラブルデバイスが拡大する。

ウェアラブルバイオセンサー市場は、連続グルコースモニタリング（CGM）の普及を軸に急速に拡大している。Dexco
mの「Stelo」がインスリン非使用の小児向けにFDA承認され、Abbottの「Lingo」を活用した処方箋不要のプラットフ
ォームも登場し、CGMの一般市場への浸透が加速する（S4-01, S4-03）。デバイスの小型化（Dexcomの50%小型化
）や長期間装着可能なシステム（FiberSenseの28日間）も進み、ユーザーの利便性が向上している（S4-04, S4-35）
。また、ケンブリッジ大学の10ドル分光器チップは、血糖値や乳酸などを非侵襲的に測定する可能性を秘め（S4-16）
、Clair Healthは女性ホルモン監視用ジュエリー型デバイスを開発中（S4-37）。ただし、スマートウォッチによる真
の非侵襲血糖値モニタリングは、医療レベルの精度と信頼性において依然として課題が残る（S4-22, S4-27）。

Dexcom CGM小型化 FiberSense CGM装着期間 ケンブリッジ大学分光器チップ

50%縮小 最長28日間 10ドル

▶ Dexcom ▶ Abbott ▶ Medtronic ▶ Senseonics ▶ Clair Health

参照: S4-01 S4-03 S4-04 S4-16 S4-35

TR-05  LOW 細胞培養技術

培養肉市場の成長と規制・コスト課題
培養肉企業が世界で140社以上に増加し、技術進歩でコスト削減が進む一方、欧州での「肉」表示禁止など規制
と世論の課題が顕在化する。

培養肉産業は、世界で140社以上の企業が参入し、シンガポール、イスラエル、米国で既に製品が販売されるなど、急
速な成長を見せている（S1-02, S1-19）。培地コストの大幅な削減やAIによるプロセス最適化が、商業的実現可能性
を高める主要な技術的進展である。しかし、市場拡大には規制と世論の課題が伴う。欧州議会は培養肉製品に対する「
肉」表示を禁止する法案を可決し、ブランド戦略とマーケティングに直接的な影響を与える（S1-15）。米国でも連邦
政府承認と州法整備の間の複雑な規制状況が製造業者に課題を提起しており、世間の理解不足も普及の障壁となってい
る（S1-16）。持続可能な食肉供給源としての可能性を最大限に引き出すためには、これらの非技術的課題への対応が
不可欠である。

培養肉企業数 製品販売国数 EU議会法案
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140社以上 3カ国 「肉」表示禁止を可決

▶ Mosa Meat ▶ Alt Protein Planet (業界団体) ▶ Cultivated-X (メディア) ▶ PetfoodIndustry (メディア)

参照: S1-02 S1-15 S1-16 S1-19
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マクロ環境・市場指標

指標 フェーズ 現状 評価 詳細

バイオファーマM&A;
活動

活況 650億ドル
超

2026年Q1に650億ドル超の
取引を記録し、2020年以降
で最高水準に達した。

大手製薬企業が特許切れ対策と高成長分野への戦略
的投資を加速。GLP-1、RNA治療薬、ADC、遺伝
子編集が主要な牽引役となる。

デジタルバイオマニ
ュファクチャリング
市場

成長期 661.4億ド
ル

2034年までに661.4億ドル
に達すると予測され、自動
化とPATが成長を牽引する。

自動化プラットフォーム、プロセス分析技術（PAT
）、デジタルツイン、ロボティクスが製造ワークフ
ローを最適化し、効率向上とコスト削減に貢献する
。

経口GLP-1薬市場 急成長 321億ドル 2035年には321億ドル規模
に拡大し、年平均成長率24.
8%で推移する見込み。

肥満症の蔓延が主要因となり、注射恐怖症を持つ患
者への新たな経口治療選択肢として市場が急拡大。
Novo NordiskとEli Lillyが競争を主導する。

FDAリアルタイム臨
床試験イニシアティ
ブ

導入期 パラダイム
シフト

データ共有のリアルタイム
化で医薬品開発の加速と効
率化を目指す。

規制当局との動的な対話を通じてデータ遅延を削減
し、AIを活用した用量最適化や安全性シグナル検出
を可能にする。開発期間短縮と患者アクセス向上に
寄与する。

マクロ環境サマリー

医療・バイオ分野は、AIと自動化技術の導入、そしてM&A;活動の活発化により、かつてない成長と変革の時期を迎え
ている。特に、デジタルバイオマニュファクチャリング市場は2034年までに661.4億ドル、経口GLP-1薬市場は2035
年までに321億ドルに達する見込みであり、これらの高成長セグメントが業界全体の拡大を牽引する。FDAのリアルタ
イム臨床試験イニシアティブは、医薬品開発の効率を劇的に向上させ、新たな治療法の市場投入を加速させるだろう。
この動きは、技術革新と市場ニーズが融合し、個別化医療の実現に向けた強力な推進力となっていることを示唆する。

市場データ: IBB（バイオテク）  週次トレンド

173.64 USD +1.76%
デジタルバイオマニュファクチャリング市場予測 出典: Fortune Business Insights (S1-17)
自動化プラットフォーム、PAT、デジタルツイン、ロボティクスが市場を牽引。

年 前回(億ドル) 今回(億ドル) 増減

2026 150 170 +20

2028 200 230 +30

2030 300 350 +50

2032 450 520 +70

2034 580 661.4 +81.39999999
999998

経口GLP-1薬市場規模推移 2025年 65億ドル → 2035年 321億ドル: CAGR 24.8%
肥満症の蔓延と経口投与の利便性が市場成長の主要因。経口ペプチドGLP-1アゴニストが市場の約63%を占める見込み。
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プレイヤー別行動提案

最終製品メーカーへの行動提案
Original Equipment Manufacturer Intellia Therapeutics, Cellectis, Mosa Meat, Dexcom, Medtronic, Abbott, Novo Nordisk,
Biogen, Jazz Pharmaceuticals, Arvinas, Mabwell, Nkarta, Qihan Biotech, Solu Therapeutics, NovaBridge Biosciences,
Autolus Therapeutics, uniQure, Innovecell, 武田薬品工業

in vivo CRISPR療法lonvo-zが第3相で月間発作率87%削減を達成。経口GLP-1薬は第2b相で最大11.8%の体重減少を
示し、市場を牽引する。

▍リスク
• 細胞・遺伝子治療の製造コスト高騰が、製品の市場価格と償還に影響し、患者アクセスを制限する。

• 培養肉の「肉」表示禁止など、規制当局の予期せぬ判断が製品のブランド戦略と市場投入を阻害する。

• 競合他社のAI創薬プラットフォームが先行し、新薬開発のリードタイムで劣後すると、パイプライン競争力を失う。

▍機会
• 経口GLP-1薬市場（2035年321億ドル）で、注射恐怖症患者向けに新薬を早期投入し、市場シェアを拡大する。

• FDAのリアルタイム臨床試験イニシアティブを活用し、AI駆動型創薬パイプラインの臨床開発を加速する。

• OTC化が進むCGM市場（Dexcom Steloなど）で、非糖尿病患者向け代謝健康モニタリング製品を開発・投入する。

▍今週のアクション
• Q3 2026までに、AI創薬パートナー（例: Isomorphic Labs, Insilico
Medicine）との共同研究契約を締結し、新規分子設計を加速する。

• 今週中に、経口GLP-1薬の第3相試験データ分析チームを立ち上げ、市場投入戦略と製造計画を策定する。

• 3ヶ月以内に、細胞・遺伝子治療の製造CDMO（例: Cellares,
Minaris）と長期供給契約を交渉し、商業生産体制を確保する。

• Q4
2026までに、培養肉の規制動向をモニタリングする専門チームを設置し、欧州市場向けブランド戦略を再検討する。

� シナリオ： もし競合他社が2027年までにAI駆動型創薬で複数の画期的な新薬候補を臨床入りさせた場合、自社は同
年Q1までにAIプラットフォームへの投資を倍増し、外部パートナーシップを強化しないと、パイプラインの陳腐化リス
クに直面する。今からAI技術ロードマップを再評価すべき。

� Quick Win： 今週中に、主要な細胞・遺伝子治療CDMO（例: Cellares,
Minaris）の最新設備投資計画と空き容量に関する情報を収集し、将来の製造委託先候補リストを更新する。

CDMOへの行動提案
CDMO Fujifilm Diosynth Biotechnologies, Samsung Biologics, WuXi Biologics, Minaris, CCRM, OmniaBio, Recipharm,
Cellares, Ori Biotech, Hongene Biotech

細胞・遺伝子治療の製造スケーラビリティ課題に対し、自動化されたクローズドシステムとGMP施設拡張で需要に応え
る。

▍リスク
• 製造プロセスの複雑化と技術移転の失敗が、高額なバッチ失敗率（最大18%）に繋がり、収益性を悪化させる。

• AIと自動化技術への投資が遅れると、競合CDMOとのコスト競争力と効率性で劣後し、受注機会を逸する。

• 規制当局の承認プロセス変更（例: FDAのAMT指定）への対応が遅れると、顧客の市場投入計画に影響し、信頼を失う。

▍機会
• デジタルバイオマニュファクチャリング市場（2034年661.4億ドル）で、自動化・PAT統合ソリューションを提供し、
高付加価値サービスを拡大する。

• 細胞・遺伝子治療の製造ボトルネック解消に向け、クローズドシステムと標準化されたワークフローを導入し、新規顧客
を獲得する。
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• 培養肉の商業化に向けた大規模バイオリアクター製造技術を開発し、新たな市場セグメント（例: Mosa
Meat）へ参入する。

▍今週のアクション
• Q3 2026までに、AI DoE自動化ソフトウェア（例: NTHRYS Biotech
Labs）を導入し、培地最適化とプロセス開発期間を20%短縮する。

• 今週中に、既存顧客の細胞・遺伝子治療パイプラインの進捗を確認し、将来の商業生産に向けた設備増強計画を提案する
。

• 6ヶ月以内に、FDAのAMT指定要件に準拠した製造プロセスを確立し、認証取得に向けた準備を開始する。

• Q4 2026までに、培養肉メーカー（例: Mosa
Meat）との技術交流会を企画し、大規模培養技術の共同開発可能性を探る。

� シナリオ： もし主要な細胞治療OEMが2027年までに自社製造能力を大幅に増強した場合、CDMOは同年Q1までに差
別化された高難度製造技術（例: 遺伝子編集細胞の大量生産）を提供できないと、受注が減少する可能性が高い。今から
次世代製造技術へのR&D;投資を加速すべき。

� Quick Win： 今週中に、CellaresやOri
Biotechの自動細胞治療生産プラットフォームに関する最新技術資料を入手し、自社システムとの比較分析を開始する。

テストメーカーへの行動提案
Test & Measurement Equipment Manufacturer Distek, Senseonics, FiberSense, i-SENS, Zoll, ICON plc, Medyra Health,
SEMI, Goodman Advisory Group, Dorsey & Whitney Trust CO LLC, Focus Partners Advisor Solutions LLC

PAT機器、リアルタイムモニタリングツール、CGMセンサーの提供を通じて、バイオプロセスと健康モニタリングの精
度向上に貢献する。

▍リスク
• 非侵襲的血糖値モニタリング技術の精度と信頼性が医療レベルに達しない場合、市場の期待に応えられず、製品の信頼性
を損なう。

• FDAの品質管理システム（QMS）要件（例:
Zollへの警告書）を遵守できないと、規制当局からの制裁を受け、事業継続に影響が出る。

• AIとウェアラブルセンサーの統合が進む中で、データ分析や相互運用性に関する技術開発が遅れると、競争力を失う。

▍機会
• デジタルバイオマニュファクチャリング市場（2034年661.4億ドル）向けに、PAT機器とデジタルツイン統合ソリュー
ションを提供し、市場を拡大する。

• OTC化が進むCGM市場で、非糖尿病患者向けの代謝健康モニタリングデバイス（例: Ultrahuman M2
Live）向けに高精度センサーを供給する。

• 臨床研究におけるウェアラブルセンサーの潜在能力（効率化、コスト削減）を活かし、疾患特異的アルゴリズムとデータ
解析サービスを提供する。

▍今週のアクション
• Q3
2026までに、ラマン分光法やNIR分光法などのPAT機器の精度と選択性を向上させるためのR&D;投資計画を策定する。

• 今週中に、FDAのMAUDEデータベースの最新分析結果（糖尿病デバイスの有害事象報告）を確認し、自社製品の安全性
改善点を特定する。

• 6ヶ月以内に、AIとウェアラブルセンサーの統合に関する共同研究パートナー（例: UNSW,
早稲田大学）を探索し、次世代診断デバイスの開発に着手する。

• Q4
2026までに、非侵襲的血糖値モニタリング技術の精度向上に向けたロードマップを作成し、臨床検証計画を立案する。

� シナリオ： もし非侵襲的血糖値モニタリングの精度が2028年までに医療レベルに到達しない場合、テストメーカー
は同年Q1までに低侵襲CGMの小型化と装着期間延長に注力し、市場のニーズに応えられないと、競合他社にシェアを奪
われる可能性が高い。今から技術開発の優先順位を見直すべき。
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� Quick Win： 今週中に、ケンブリッジ大学とGlitterinTechが開発した10ドル分光器チップの技術詳細を調査し、自社の
ウェアラブルセンサー製品への応用可能性を検討する。

原材料メーカーへの行動提案
Raw Material Manufacturer Thermo Fisher, Lonza, Merck, Broad Institute, University of Houston, IIT Bhubaneswar,
An-Najah National University, 早稲田大学, Tufts University, GlitterinTech

iPS細胞培養培地、LNP材料、バイオセンサー用電極・ポリマーなど、先進医療・診断技術の基盤となる高機能材料を供
給する。

▍リスク
• 細胞培養培地のコスト削減要求が強まると、高価格帯の培地製品の需要が減少し、収益性が圧迫される。

• 遺伝子治療向けLNP材料の品質や安定性に問題が発生した場合、治療薬の有効性・安全性に影響し、サプライヤーとして
の信頼を失う。

• 培養肉の規制動向（例: 欧州での「肉」表示禁止）が市場成長を阻害すると、培養培地や関連材料の需要が伸び悩む。

▍機会
• iPS細胞の採用増加と自動化システム（米国幹細胞製造市場40.40億ドル）向けに、高品質な細胞培養培地とスケーラブ
ルなプラットフォームを提供し、市場シェアを拡大する。

• 遺伝子治療のデリバリー効率向上に貢献するLNP材料（例: 塩負荷LNP）や、CRISPRゲノム編集のsgRNA製造向けケモ
エンザイム的ライゲーション技術を提供し、高付加価値製品を開発する。

• ウェアラブルバイオセンサー市場（金製櫛形電極市場2028年までに12-15%
CAGR）向けに、高感度・高選択性の電極材料や分子インプリントポリマー（MIP）を開発・供給する。

▍今週のアクション
• Q3 2026までに、iPS細胞培養培地のコスト削減と性能向上を両立する新製品開発ロードマップを策定する。

• 今週中に、ヒューストン大学の「塩負荷LNP」技術に関する論文を詳細に分析し、自社のLNP材料開発への応用可能性を
検討する。

• 6ヶ月以内に、金製櫛形電極やMIPセンサー材料の製造技術を強化し、ウェアラブルデバイスメーカー（例: Dexcom,
Abbott）への供給体制を確立する。

• Q4 2026までに、培養肉向け培地の植物由来成分への代替ニーズを調査し、対応可能な材料開発に着手する。

� シナリオ： もし主要な細胞治療OEMが2027年までに培地コストを50%削減する目標を掲げた場合、材料メーカーは
同年Q1までに低コストかつ高性能な培地を開発・供給できないと、既存のサプライヤー契約を失い、市場競争力を大き
く損なう可能性が高い。今からコスト効率の高い材料開発に注力すべき。

� Quick Win： 今週中に、Hongene Biotechのケモエンザイム的ライゲーション技術に関する最新情報を入手し、CRISP
Rゲノム編集用sgRNA材料の製造効率向上に向けた技術提携の可能性を探る。

商社への行動提案
Trading Company Pharmsource LLC (負の事例), 三菱商事, 住友商事

医療・バイオ分野の多様な製品（医薬品、医療機器、研究用試薬、製造設備）の流通とサプライチェーンを担う。

▍リスク
• 医療機器のサプライチェーンにおけるセキュリティ（例: Dexcom
CGM盗難転売事件）が不十分な場合、製品の信頼性とブランドイメージを損なう。

• 細胞・遺伝子治療の製造拠点集中やCDMOの垂直統合が進むと、流通チャネルとしての介在価値が低下し、収益機会が減
少する。

• 培養肉の規制不確実性（例:
欧州での表示禁止）が市場導入を遅らせると、関連製品の流通計画に影響し、在庫リスクを抱える。

▍機会
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• デジタルバイオマニュファクチャリング市場（2034年661.4億ドル）向けに、AI
DoEソフトウェアやPAT機器の導入支援、および関連設備の流通を強化する。

• 経口GLP-1薬市場（2035年321億ドル）の急成長に対応し、新薬の流通網を早期に確立し、市場アクセスを確保する。

• ウェアラブルバイオセンサーのOTC化と普及（例: Dexcom Stelo, Abbott
Lingo）に伴い、一般消費者向け流通チャネルを構築・拡大する。

▍今週のアクション
• Q3 2026までに、AI創薬プラットフォームや自動化バイオプロセス機器の海外メーカーとの代理店契約を複数締結し、
国内製造業への導入を支援する。

• 今週中に、経口GLP-1薬の主要メーカー（例: Novo Nordisk, Eli
Lilly）の日本市場投入計画を調査し、流通パートナーシップの可能性を打診する。

• 6ヶ月以内に、医療機器のサプライチェーンセキュリティを強化するためのソリューション（例:
ブロックチェーン技術）を導入し、顧客への付加価値を提供する。

• Q4 2026までに、培養肉の規制動向を継続的にモニタリングし、日本市場への参入を検討する海外培養肉メーカーとの
情報交換を開始する。

� シナリオ： もし主要な細胞・遺伝子治療CDMOが2027年までに製造から流通までを垂直統合した場合、商社は同年Q
1までに高付加価値の技術コンサルティングや国際調達支援を提供できないと、単なる物流業者として競争力を失う可能
性が高い。今から専門知識の強化とサービス多角化を進めるべき。

� Quick Win： 今週中に、FDAのリアルタイム臨床試験イニシアティブに関する最新ガイダンスを把握し、国内製薬企業
への情報提供と、関連するデータ管理ソリューションの提案準備を開始する。

製造設備メーカーへの行動提案
Manufacturing Equipment Manufacturer HTMP Biotechnology, Benchling, Miltenyi Biotec, Avectas, Culture Biosciences,
WuXi Biologics (PatroLab), Distek (BIOne Bioprocess Controllers)

バイオリアクター、PAT機器、自動化細胞培養システム、3D細胞培養プラットフォームなど、先進医療の製造基盤を支
える。

▍リスク
• 細胞・遺伝子治療の製造プロセスが急速に進化する中で、自社設備が最新の技術要件（例:
クローズドシステム、自動化）に対応できないと、市場競争力を失う。

• 培養肉の商業化が規制やコスト課題で遅延した場合、大規模バイオリアクターや関連設備の需要が伸び悩み、投資回収が
困難になる。

• AI DoEソフトウェアやデジタルツインの導入が進む中で、自社設備がこれらのデジタルプラットフォームと連携できな
いと、顧客のニーズに応えられない。

▍機会
• デジタルバイオマニュファクチャリング市場（2034年661.4億ドル）向けに、AIとPATを統合した次世代バイオリアク
ターと自動化システムを提供し、市場をリードする。

• 細胞・遺伝子治療の製造スケーラビリティ課題を解決するため、自動化されたクローズドシステム（例: Miltenyi
Biotec, Avectas）を開発・提供し、CDMOやOEMの需要に応える。

• 3D細胞培養向けハイスループットプラットフォーム（例: HTMP™
192）を開発し、創薬および疾患モデリング研究の効率向上に貢献する。

▍今週のアクション
• Q3 2026までに、AI DoEソフトウェア（例: NTHRYS Biotech
Labs）との連携を強化したバイオリアクター制御システムの開発に着手する。

• 今週中に、HTMP Biotechnologyの3D細胞培養プラットフォーム「HTMP™
192」の技術仕様を分析し、自社製品への応用可能性を検討する。

•
6ヶ月以内に、自動化されたクローズドシステムに対応する細胞培養設備の設計を完了し、プロトタイプ製造を開始する。
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• Q4 2026までに、培養肉メーカー（例: Mosa
Meat）との技術交流を通じて、大規模培養に適したバイオリアクターのニーズを特定する。

� シナリオ： もし主要な細胞治療OEMが2027年までに自社製造設備をAIとデジタルツインで完全に統合した場合、設
備メーカーは同年Q1までに既存設備をアップグレード可能なモジュール型に設計変更できないと、新規受注を失い、レ
ガシーベンダーとなる可能性が高い。今からデジタル連携を前提とした製品開発を進めるべき。

� Quick Win： 今週中に、Benchling BioprocessプラットフォームのISA-88互換データモデルに関する情報を収集し、自
社設備のデータ連携機能強化に向けた初期検討を開始する。
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インパクトマトリクス（プレイヤー × トレンド）
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今週のタイムライン（10件）

日付 タグ ヘッドライン 出典

06.11 Mon iPS細胞・再生医療 FDAがCellectisのアロジェネリックCAR-T療法lasme-celにRM
AT指定を付与する。

Targeted Oncology

06.11 Mon 創薬・DDS 経口GLP-1受容体アゴニストelecoglipron、第2b相試験で最大
11.8%の体重減少を達成する。

Medical News Today
(citing The Lancet)

06.12 Tue バイオセンサー Dexcom社、インスリン非使用の2歳以上小児向け市販CGM「
Stelo」でFDA承認を獲得する。

FDA

06.13 Wed iPS細胞・再生医療 Intellia Therapeuticsのin vivo CRISPR遺伝子治療薬lonvo-z
、第3相で月間発作率87%削減を達成する。

GlobeNewswire

06.14 Thu 創薬・DDS Isomorphic Labsが21億ドルのシリーズB資金調達を完了し、
AI創薬プラットフォームを強化する。

IntuitionLabs

06.16 Sun iPS細胞・再生医療 Cellaresが細胞治療製造向けに3億2700万ドルを調達し、商業
規模の製造オペレーションを支援する。

AllSci

06.17 Mon 細胞培養技術 欧州議会が培養肉と植物由来食品に対する「肉」表示禁止法案
を可決し、欧州の培養肉市場に影響を与える。

Cultivated-X

06.18 Tue バイオセンサー Ultrahuman社、AbbottのLingo
CGMを活用した処方箋不要の代謝健康プラットフォーム「M2
Live」を開始する。

PR Newswire

06.19 Wed 創薬・DDS Insilico Medicine、AI創薬ISM8969の第1相試験で神経炎症性
疾患向け脳透過性NLRP3阻害剤の最初の患者投与を完了する。

World Pharma Today

06.19 Wed iPS細胞・再生医療 uniQureがハンチントン病遺伝子治療薬AMT-130の生物製剤承
認申請（BLA）計画を発表する。

Cell & Gene Therapy
Insights
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注目企業スポットライト

Dexcom [DXCM] ↑ +15%売上増
連続グルコースモニタリング（CGM）のリーディングカンパニー。インスリン非使用の2歳以上小児向け市販CGM「St
elo」でFDA承認を獲得し、市場を拡大。最新デバイスの50%小型化も発表し、ウェアラブルデバイスの「見えない化
」トレンドを牽引する。四半期売上高は11.9億ドルに達し、投資家の信頼を集める。

• 非糖尿病患者向け代謝健康モニタリング市場への参入戦略を加速し、製品ポートフォリオを多様化する。

• サプライチェーンセキュリティを強化し、製品の盗難・転売リスクを低減する。

• AIとデータ解析機能を強化し、CGMデータの臨床的価値を最大化するソリューションを開発する。

Novo Nordisk [NOVO] ↑ 経口Wegovy承認
経口GLP-1受容体アゴニスト「Wegovy」が英国で承認され、欧州初の経口肥満治療薬として市場に投入される。第2
相試験中の新規デュアルアゴニスト「ゼナガムチド」もHbA1cと体重減少に有意な効果を示し、肥満・糖尿病治療市場
での主導的地位をさらに強化する。Eli Lillyとの競争が激化する中で、経口薬の利便性で優位性を確立する。

• 経口GLP-1薬の製造およびサプライチェーンの複雑性に対応するため、生産能力増強計画を策定する。

• 日本を含むアジア市場での経口GLP-1薬の早期承認と市場投入に向けた規制戦略を強化する。

• デュアルアゴニスト「ゼナガムチド」の第3相臨床試験を加速し、競合他社に先駆けて市場投入を目指す。

Isomorphic Labs [ISOM] ↑ 21億ドル資金調達
Google DeepMindのスピンオフ企業。AI駆動型創薬プラットフォーム「IsoDDE」を開発し、21億ドルのシリーズB資
金調達を完了した。AlphaFoldに基づくタンパク質構造予測を核とし、早期創薬フェーズの加速と複雑な疾患標的への
対応を目指す。AI創薬分野への投資家の強い信頼を示し、複数の新規薬剤プログラムの推進を可能にする。

• AI創薬プラットフォームのグローバル展開を加速し、大手製薬企業との戦略的提携を拡大する。

• AIモデルの精度と予測能力をさらに向上させるため、大規模な生物学的データセットの収集と解析を強化する。

• AIが設計した新規分子の臨床試験への移行を迅速化するため、前臨床・臨床開発パートナーシップを構築する。

テクノロジーロードマップ

2026
◆ AI創薬プラットフォームの臨床試験進展

◆ 経口GLP-1薬の欧州市場投入

◆ CGMのOTC化と小児向け承認

◆ 細胞・遺伝子治療のM&A;活発化

2027
◆ CellaresのIPO計画と欧州事業拡大

◆ Orca-T®のFDA承認後大規模供給体制確立

◆ Abbottのリブレデュオ市場浸透

◆ AI駆動型バイオプロセス開発の本格化

2028
◆ 金製櫛形電極市場の拡大とウェアラブルセンサーへの応用

◆ 非侵襲的診断技術の精度向上と臨床利用拡大

◆ 培養肉の規制環境整備と市場参入加速

◆ 遺伝子編集技術の多様な疾患への応用拡大
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2029
◆ 細胞・遺伝子治療の製造コスト最適化と普及加速

◆ AIを活用した個別化医療ソリューションの提供開始

◆ LNPデリバリー技術の安全性・有効性確立

◆ デジタルツインによるバイオリアクター制御の標準化

2030
◆ AI駆動型個別化医療の本格展開

◆ 非侵襲的診断技術の精度向上と普及

◆ 先進治療薬のグローバルアクセス拡大

◆ 持続可能なバイオマニュファクチャリングの確立
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S1-01 01_バイオ医薬品製造におけるプロセス分析技術
（PAT）の導入、リアルタイムモニタリングで品
質と効率を向上

Technology
Networks

2026年06月1
2日

米国 細胞培養技術

S1-02 02_Mosa MeatのMark Post氏が培養肉のEU承認
に向け申請、生産コスト削減と植物由来成分へ

Food Navigator 2026年06月1
2日

欧州 細胞培養技術

S1-03 03_HTMP Biotechnologyが3D細胞培養向けハイ
スループットプラットフォーム「HTMP™

HTMP
Biotechnology

2026年06月1
2日

米国 細胞培養技術

S1-04 04_BenchlingがISA-88互換のクラウドネイティ
ブBioprocessプラットフォームを発表、

Benchling 2026年06月1
2日

米国 細胞培養技術

S1-05 05_バイオプロセスモニタリングでラマン分光法
がNIRを凌駕、水の影響を低減し代謝産物選択性
を向上

Technology
Networks

2026年06月1
2日

グロー
バル

細胞培養技術

S1-06 06_遺伝子改変アロジェネリックTreg細胞療法T
RX103がクローン病およびGvHD予防の第12a相
臨床

Frontiers 2026年06月1
2日

グロー
バル

細胞培養技術

S1-07 07_Orca BioやAllogeneなど既製型プラットフォ
ームを持つ細胞療法スタートアップが癌・自己免

New Market Pitch 2026年06月1
5日

米国 細胞培養技術

S1-08 08_バイオリアクター大規模化に向けたリアルタ
イムモニタリングツールが進化、デジタルツイン
とPAT統合で効

Cellbase 2026年06月1
3日

グロー
バル

細胞培養技術

S1-09 09_【市場調査レポート】医薬品CDMO市場は設
備投資と高度治療薬の需要増で成長

Global Market
Insights

2026年06月1
9日

グロー
バル

細胞培養技術

S1-10 10_NTHRYS Biotech LabsがAI DoE自動化ソフ
トウェアスイートを発表、培地最適化とバ

NTHRYS Biotech
Labs

2026-06-XX ドイツ 細胞培養技術

S1-11 11_Miltenyi Biotecが自動化・クローズドシステ
ムでスケーラブルなグローバルT細胞製造プラッ

Bioprocess Online
/ Miltenyi Biotec

2026年06月1
8日

ドイツ 細胞培養技術

S1-12 12_Genomics社がAIプラットフォーム「Mystra
AI」を発表、ゲノム・表現型データ活用で創薬

Biology Digital 2026年06月1
7日

英国 細胞培養技術

S1-13 13_Distekがバイオプロセス向けSaaS「BIOne
Core Software」をリリース、リアル

Labcompare.com
/ Distek

2026年06月1
2日

米国 細胞培養技術

S1-14 14_Nkartaが固形腫瘍・血液悪性腫瘍向け既製型
NK細胞療法NKX019とNKX101を開発、スケーラ

Umbrex 2026年06月1
2日

米国 細胞培養技術

S1-15 15_欧州議会が培養肉と植物由来食品に対する「
肉」表示禁止法案を可決、欧州の培養肉市場に影
響

Cultivated-X 2026年06月1
7日

欧州 細胞培養技術

S1-16 16_米国で細胞培養肉の規制状況が複雑化、連邦
政府承認と州法整備の間の課題浮上

PetfoodIndustry 2026年06月1
7日

米国 細胞培養技術

S1-17 17_【市場調査レポート】デジタルバイオマニュ
ファクチャリング市場が2034年までに661.4億ド
ルに到達

Fortune Business
Insights

2026年06月1
7日

グロー
バル

細胞培養技術

S1-18 18_【市場調査レポート】米国幹細胞製造市場、i
PSC採用と自動化システムで40.40億ドルに到達

openPR.com 2026年06月1
9日

米国 細胞培養技術
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S1-19 19_培養肉企業が世界で140社以上に増加、培地
コスト削減とAI最適化で持続可能な食肉供給へ前
進

Alt Protein Planet 2026年06月1
8日

グロー
バル

細胞培養技術

S1-20 20_イリノイ大学ががん治療と再生医療を融合し
た初のcGMP施設「TORM」を開設

University of
Illinois College of
Medicine

2026年06月1
5日

米国 細胞培養技術

S2-01 01_Intellia Therapeuticsのin vivo
CRISPR遺伝子治療薬lonvo-z、

GlobeNewswire 2026年06月1
3日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-02 02_FDAがCellectisのアロジェネリックCAR-T療
法lasme-celを再発難治性B細胞急性リ

Targeted
Oncology

2026年06月1
1日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-03 03_Editas Medicine、年次株主総会で取締役2名
を選任し、非ヒト霊長類でEDIT-401によ

Investing.com 2026年06月1
9日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-04 04_Autolus Therapeutics、Prix Galien
UK最優秀バイオテクノロジー製品賞

Stock Titan 2026年06月1
2日

英国 iPS細胞・再生医療

S2-05 05_uniQure、ハンチントン病遺伝子治療薬AMT-
130の生物製剤承認申請（BLA）計画を発表、FD

uniQure Press
Release

2026年06月1
7日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-06 06_Jazz PharmaceuticalsとAbCelleraが消化器
系がん・固形腫瘍向け多重特異性T

PR Newswire 2026年06月1
7日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-07 07_Beam TherapeuticsのPKU治療薬BEAM-30
4、米国FDAが治験薬申請(IND)を

GlobeNewswire 2026年06月1
8日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-08 08_Broad Instituteがプライム編集のin
vivoデリバリー効率を大幅改善、LNP活用で遺

Broad Institute 2026年06月1
5日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-09 09_Intellia Therapeutics、HAE向けin vivo
CRISPR療法「lonvog

Fierce Biotech 2026年06月1
5日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-10 10_Minaris、米国フィラデルフィアの細胞・遺伝
子治療向けGMP製造拠点を強化、試験サービス統
合で生

BriefGlance.com 2026年06月1
8日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-11 11_テキサス大学MDアンダーソン、DMD治療で
全長遺伝子を細胞外小胞（EVs）で送達、筋肉機
能をin v

Nature
Biomedical
Engineering (via
The University of
Texas MD
Anderson Cancer
Center)

2026年06月1
7日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-12 12_iPS細胞由来ドーパミン作動性ニューロン移
植、パーキンソン病治療の新たな希望として初期
臨床で安全性・

NeurologyLive 2026年06月1
1日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-13 13_細胞治療分野のトップスタートアップ企業が
多額の資金を調達、Orca、Cellares、Dispatc

New Market Pitch 2026年06月1
5日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-14 14_CCRM、OmniaBio、Avectasが細胞治療製造
の自動化・スケーラビリティ向上で提携

PR Newswire 2026年06月1
5日

カナダ iPS細胞・再生医療

S2-15 15_2026年、製薬・バイオテクノロジー分野のM
&A;が急増し、パイプライン強化と新興治療領域
への進出が加

DistilINFO
Publications

2026年06月1
2日

米国 iPS細胞・再生医療
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S2-16 16_2026年バイオテクノロジーM&A;の課題：製
造の複雑性とコストが商業化を制約

Financier
Worldwide

日付不明 英国 iPS細胞・再生医療

S2-17 17_Cellaresが細胞治療製造向けに3億2700万ド
ルを調達し、Bristol Myers Squi

AllSci 2026年06月1
6日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-18 18_Portal Biotechnologies、Merck &
Co.とAbbVieを魅了する細胞工学

FirstWord
HealthTech

2026年06月1
8日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-19 19_PwCレポート：2026年Q1に10億ドル超のM
&A;が16件発生し、バイオファーマエコシステム
が完全

Fierce Pharma 2026年06月1
7日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-20 20_濾胞性リンパ腫CAR-T療法、実世界データで
臨床試験レベルの奏効率を維持も無増悪生存期間
は短縮

The Limbic 2026年06月1
8日

オース
トラリ
ア

iPS細胞・再生医療

S2-21 21_FDAがリアルタイム臨床試験イニシアティブ
を推進、データ共有と開発加速でパラダイムシフ
ト

ICON plc 2026年06月1
1日

アイル
ランド

iPS細胞・再生医療

S2-22 22_オーストリア発細胞治療スタートアップInno
vecell、東証グロース市場上場とグローバルアグ
リゲー

Moomoo 2026年06月1
6日

日本 iPS細胞・再生医療

S2-23 23_細胞・遺伝子治療週報：ユニキュアがハンチ
ントン病遺伝子治療AMT-130のBLA申請計画、E
rnex

Cell & Gene
Therapy Insights

2026年06月1
9日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-24 24_ヒューストン大学が新発見：塩が遺伝子治療
におけるLNPの細胞内送達効率を大幅向上

University of
Houston

2026年06月1
6日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-25 25_Qihan Biotechのユニバーサルデュアルター
ゲットCAR-T療法QT-019BがFDA再生医

PackGene Biotech 2026年06月1
6日

中国 iPS細胞・再生医療

S2-26 26_CellaresとOri、FDAのAMT指定を受け自動細
胞治療生産市場を牽引

Fierce Pharma 2026年06月1
8日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-27 27_SonoTheraが超音波送達遺伝子治療向けに1
億2500万ドルのシリーズB資金を調達、DMDとA
D

BioSpace 2026年06月1
1日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-28 28_カリフォルニア大学リバーサイド校の研究、
遺伝子治療により脆弱X症候群マウスモデルの脳
機能回復と行動改

UCR News - UC
Riverside

2026年06月1
8日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-29 29_Alliance for Cancer Gene
Therapy、Jonathan S. Docto

PR Newswire 2026年06月1
7日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-30 30_ペン・メディシン、CAR-T細胞療法の基礎研
究から細胞・遺伝子治療分野を牽引

Penn Medicine 2026年06月1
6日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-31 31_Orca BioがOrca-T®商業発売を控え、東海
岸製造能力を増強し西海岸の製造従業員を3倍に
拡大

Business Wire 2026年06月1
5日

米国 iPS細胞・再生医療

S2-32 32_Medyra Health、リアルワールドエビデンス
（RWE）を活用し治療法評価と開発を強化

Medyra Health 日付不明 米国 iPS細胞・再生医療

S2-33 33_細胞・遺伝子治療の次なる課題は科学ではな
く、製造、商業化、臨床インフラの構築

Drug Discovery
News

2026年06月1
7日

米国 iPS細胞・再生医療
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S3-01 01_AI創薬技術の革新が加速：DeepMind Alpha
Foldから生成AIまで、創薬プロセスを劇的に

AI Medicine
Today

2026年06月1
6日

米国 創薬・DDS

S3-02 02_Halia Therapeuticsの低リスクMDS治療薬Of
irnoflast（HT-6184）、

BioUtah 2026年06月1
8日

米国 創薬・DDS

S3-03 03_Isomorphic Labsが21億ドルのシリーズB資
金調達を完了、AI創薬プラットフォーム「Is

IntuitionLabs 2026年06月1
4日

英国 創薬・DDS

S3-04 04_生物学的データ駆動型生成化学：デノボ創薬
設計における深層生成モデルの進化

ChemRxiv 2026年06月1
7日

国際 創薬・DDS

S3-05 05_BiogenのSMA治療薬候補salanersen、遺伝
子治療に非反応のSMA患児向けにFDA画期的

Cure SMA 2026年06月1
6日

米国 創薬・DDS

S3-06 06_経口GLP-1受容体アゴニストelecoglipron、
第2b相試験で最大11.8%の体重減少と2型

Medical News
Today (citing The
Lancet)

2026年06月1
1日

国際 創薬・DDS

S3-07 07_Insilico Medicine、AI創薬ISM8969の第1相
試験で神経炎症性疾患向け脳透過性N

World Pharma
Today

2026年06月1
9日

香港 創薬・DDS

S3-08 08_NovaBridge Biosciencesのgivastomig、HE
R2陰性転移性胃癌治療薬とし

Cancer Network
(citing
NovaBridge
Biosciences)

2026年06月1
7日

米国 創薬・DDS

S3-09 09_Solu TherapeuticsのCyTAC™技術を用いた
STX-0712、再発・難治性CMML治

Pharma News
(citing Solu
Therapeutics)

2026年06月1
7日

米国 創薬・DDS

S3-10 10_抗体薬物複合体（ADC）分野が2025年に多
様化の時代へ突入：新規ADC候補130件が臨床開
発に進展

ChemExpress
(citing Beacon
ADC database)

2026年06月1
1日

中国 創薬・DDS

S3-11 11_Novo Nordiskの経口Wegovy、英国で承認取
得し欧州初の経口GLP-1肥満治療薬に

Clinical Research
News

2026年06月1
6日

英国 創薬・DDS

S3-12 12_Boltz、武田薬品とAI創薬提携を締結：新た
な生体分子基盤モデルで分子構造予測と薬剤候補
設計を支援

FirstWord
HEALTHTECH

2026年06月1
9日

日本 創薬・DDS

S3-13 13_経口GLP-1薬市場が急成長：2035年に321億
ドル規模へ、肥満症の蔓延が主要因

Astute Analytica 2026年06月1
5日

インド 創薬・DDS

S3-14 14_ヒューストン大学が遺伝子治療の主要課題を
克服する「塩負荷LNP」を発見：エンドソーム脱
出効率を向上

University of
Houston

2026年06月1
6日

米国 創薬・DDS

S3-15 15_ArvinasがKennedy病治療薬ARV-027の臨床
開発を加速：PROTACデグレーダーで変異

Kennedy's
Disease
Association

2026年06月1
1日

米国 創薬・DDS

S3-16 16_Mabwellの世界初LILRB4CD3標的TCE二重特
異性抗体6MW5311、FDA臨床試験申請許

Mabwell (press
release)

2026年06月1
2日

中国 創薬・DDS

S3-17 17_EGFR変異NSCLCに対する二重特異性抗体ivo
nescimabと化学療法併用で全生存期間が有意に

PubMed (JAMA) 2026年06月1
7日

国際 創薬・DDS
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S3-18 18_脂質ナノ粒子（LNP）を用いた効率的なプラ
イムエディティング、in
vivoで高い編集効率と低オフタ

PubMed 2026年06月1
5日

国際 創薬・DDS

S3-19 19_経口GLP-1受容体作動薬エレコグリプロン、
第2相SOLSTICE試験で最大11.8%の体重減少と
H

News-Medical.Net
他

2026年06月1
1日

米国 創薬・DDS

S3-20 20_ChemCopilotが自然言語プロンプトからSMI
LES文字列を生成する生成AIモデルを発表、分子

ChemCopilot 2026年06月1
7日

不明 創薬・DDS

S3-21 21_Hongene Biotech、ケモエンザイム的ライゲ
ーションによりCRISPRゲノム編集のsgRN

Industry
Publication /
Hongene Biotech

2026年06月1
8日

不明 創薬・DDS

S3-22 22_ADC・AOC開発、早期CMCリスク特定と堅牢
な結合戦略でイノベーションと臨床現実のギャッ
プを埋める

Industry
Publication

2026年06月1
2日

不明 創薬・DDS

S3-23 23_Recipharm、米国無菌充填・仕上げ能力に数
百万ドルを投資し、バイオ医薬品・先進治療薬の
製造需要

Recipharm
(プレスリリース),
Fierce Pharma

2026年06月1
5日

スウェ
ーデン

創薬・DDS

S3-24 24_FDAが血液脳関門通過生物製剤AVLAYAHを
迅速承認、数十年の研究を経て脳への薬物送達に
ブレークス

Drug Delivery
Leader

2026年06月1
1日

米国 創薬・DDS

S3-25 25_PwCレポート：2026年第1四半期バイオファ
ーマM&A;が2020年以降最高の650億ドル超を記
録、

BioSpace / PwC,
Pharmaceutical
Technology / PwC

2026年06月1
7日

米国 創薬・DDS

S3-26 26_Novo Nordiskの新規GLP-1アミリン受容体作
動薬ゼナガムチド、2型糖尿病でHbA1cと体

Healio 2026年06月1
2日

デンマ
ーク

創薬・DDS

S4-01 01_Dexcom社、インスリン非使用の2歳以上小
児向け市販CGM「Stelo」でFDA承認を獲得

FDA 2026年06月1
2日

米国 バイオセンサー

S4-02 02_Medtronic社、自動インスリン投与システム
「MiniMed 780G」に最新CGMセンサーとス

diaTribe.org 2026年06月1
5日

米国 バイオセンサー

S4-03 03_Ultrahuman社、AbbottのLingo CGMを活用
した処方箋不要の代謝健康プラットフォー

PR Newswire 2026年06月1
8日

米国 バイオセンサー

S4-04 04_FiberSense社、最長28日間装着可能なCGM
システムでCEマーク取得 — 欧州市場参入へ

PR Newswire
(The Storm
Media経由)

2026年06月1
7日

スイス,
EU

バイオセンサー

S4-05 05_韓国i-SENS社のCGM「CareSens Air」がベ
ルギーで公的保険償還対象に指定、欧州展開加

i-SENS (アジア経
済新聞経由)

2026年06月1
1日

韓国, ベ
ルギー

バイオセンサー

S4-06 06_AIとウェアラブルセンサーの統合：高度な健
康モニタリングと疾患診断の未来

MDPI (Sensors
Journal)

2026年06月1
8日

スイス,
国際

バイオセンサー

S4-07 07_Zoll社、人工呼吸器AccuVentセンサーの機能
不良苦情処理不備でFDA警告書を受領

MedTech Dive 2026年06月1
8日

米国 バイオセンサー

S4-08 08_Medtronic社、糖尿病事業を「MiniMed
Group」としてスピンオフし、AI活用で医療機

Stock Titan 2026年06月1
8日

米国 バイオセンサー

S4-09 09_Dexcom社EVP、Rule 10b5-1計画に基づき
1,700株の普通株式を公開市場で売却

Stock Titan 2026年06月1
7日

米国 バイオセンサー
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S4-10 10_Senseonics社、ADA科学セッションでEvers
ense 365のリアルワールドデータ発表、

Peninsula Fly
Fishers

2026年06月1
2日

米国 バイオセンサー

S4-11 11_Goodman Advisory GroupがDexCom株に1
29万ドルを投資、四半期売上高は11

MarketBeat 2026年06月1
1日

米国 バイオセンサー

S4-12 12_Pharmsource、Dexcom G7 CGMセンサー
盗難転売事件に関与するも廃棄予定品の認識を

Investing.com 2026年06月1
1日

南アフ
リカ

バイオセンサー

S4-13 13_FDA MAUDEデータベース分析、2020-2025
年で糖尿病デバイスが有害事象報告の半分以上を
占

Global MedTech
Expert | 10×
MedTech Global
Access

2026年06月1
1日

不明 バイオセンサー

S4-14 14_UNSW研究者ら、心臓・呼吸器疾患の自宅モ
ニタリングを実現する小型ウェアラブル聴診セン
サーを開発

Quicknews 2026年06月1
1日

オース
トラリ
ア

バイオセンサー

S4-15 15_IIT ���������、飲料水中の超低濃
度ヒ素を17.4秒で高感度検出するrGO-FETセン
サー

India News 2026年06月1
1日

インド バイオセンサー

S4-16 16_ケンブリッジ大学とGlitterinTech、ラボ級分
析を可能にする10ドルの小型分光器チップを開発

Rasayanika 2026年06月1
1日

英国 バイオセンサー

S4-17 17_Grand View Researchが「金製櫛形電極世界
市場」の堅調な成長を予測、2028年までに

Accio 2026年06月1
1日

米国 バイオセンサー

S4-18 18_Erste Group Bank、アボットの2027年度利
益見通しを下方修正するも、リブレデュオCE

MarketBeat 2026年06月1
1日

米国 バイオセンサー

S4-19 19_Dorsey & Whitney Trust CO LLC、Abbott
Laboratoriesの

MarketBeat 2026年06月1
1日

米国 バイオセンサー

S4-20 20_An-Najah National University、食品中のス
ルファメサジンを超高感度で検出す

An-Najah journals 2026年06月1
1日

パレス
チナ

バイオセンサー

S4-21 21_早稲田大学 亀岡潤准教授、ウイルス感染と神
経伝達物質モニタリングのための革新的ウェアラ
ブルセンサーを

早稲田大学 2026年06月1
1日

日本 バイオセンサー

S4-22 22_非侵襲的血糖値モニタリングの現状：精度と
信頼性の課題、真の非侵襲デバイスは未確立

Health.com 2026年06月1
1日

米国 バイオセンサー

S4-23 23_Rakesh Kumar Sharma教授ら、食品・水媒
介病原体モニタリング向け機能化ナノ材料ベース

Environmental
Nanotechnology,
Monitoring &
Management

2026年06月1
1日

インド バイオセンサー

S4-24 24_Focus Partners Advisor Solutions
LLC、Abbott Labora

MarketBeat 2026年06月1
1日

米国 バイオセンサー

S4-25 25_Aliら2020年の研究、ポリアルギニンMIPセ
ンサーで食品中のジメトリダゾールを0.1
nMの超高

Inhibitor
Research Hub

2026年06月1
1日

不明 バイオセンサー

S4-26 26_スマートセンサー技術が医療、環境、製造、
農業分野で進化、診断とフレキシブルデバイスを
推進

Knowledge 2026年06月1
1日

不明 バイオセンサー
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S4-27 27_スマートウォッチ非侵襲血糖値モニタリング
、2026年現在も医療レベルの精度・信頼性は未
確立とFDAが

[Unnamed Health
Publication]

2026年06月1
1日

米国 バイオセンサー

S4-28 28_DexCom株式オプションチェーン情報が公開
、投資家の関心を集める

Yahoo! Finance
Canada

2026年06月1
1日

カナダ バイオセンサー

S4-29 29_ウメオ大学、親水性分析物向けMIPモノリス
の開発で博士論文を発表、臨床・食品・環境科学
に応用

Umeå University 2026年06月1
1日

スウェ
ーデン

バイオセンサー

S4-30 30_アボットFreeStyle Libre、4歳以上糖尿病患
者向けにリアルタイム血糖値モニタリングを最大

Health Insider 2026年06月1
1日

カナダ バイオセンサー

S4-31 31_Stellar Market Researchが「ヘルスケア半
導体市場」の2034年までの成長を予測

[Market Research
Report Publisher]

2026年06月1
1日

インド バイオセンサー

S4-32 32_2026年のデジタル血糖値測定器：CGMがリ
アルタイムトレンドと履歴データで代謝意識を変
革

[Unnamed Health
Publication]

2026年06月1
1日

不明 バイオセンサー

S4-33 33_2026年、血糖値検査キットの価格動向とCG
Mの品質指標：FDA承認とMARDスコアの重要性

Mattioli 1885 2026年06月1
1日

イタリ
ア

バイオセンサー

S4-34 34_タフツ大学、細菌胞子をバイオセンサーや触
媒に活用する新手法を開発

Tufts Now 2026年06月1
1日

米国 バイオセンサー

S4-35 35_ウェアラブルデバイスの「見えない化」トレ
ンドが加速、Dexcom最新CGMは50%小型化

ZDNET 2026年06月1
3日

米国 バイオセンサー

S4-36 36_連続血糖モニタリング（CGM）研究、慢性片
頭痛患者の血糖変動と頭痛強度の相関を解明

Ethnobotany
Research and
Applications

2026年06月1
1日

不明 バイオセンサー

S4-37 37_Clair Healthが女性ホルモン監視用ウェアラ
ブルデバイス開発のため1,160万ドルのシード資

Fierce Healthcare 2026年06月1
7日

米国 バイオセンサー

S4-38 38_FDA、SARS-CoV-2 POCTデバイスをクラス
II（特別管理）に再分類し規制負担を軽減

GovInfo (Federal
Register)

2026年06月1
2日

米国 バイオセンサー

S4-39 39_臨床研究におけるウェアラブルセンサーの潜
在能力は未開拓：効率化とコスト削減の鍵

Clinical Trials
Arena

2026年06月1
8日

英国 バイオセンサー

S4-40 40_SEMIスマートメドテック・イニシアチブが
ウェアラブルバイオセンサーの臨床利用拡大への
障壁と機会を特

SEMI 2026年06月1
7日

米国 バイオセンサー

S4-41 41_ウェアラブルからの健康アウトカムデータが
メディケア適用範囲拡大の鍵に

Forbes 2026年06月1
6日

米国 バイオセンサー

編集後記

医療・バイオ分野の変革期、日本企業は製造・素材の強みで勝機を掴む。
医療・バイオ分野は、AIと自動化、遺伝子編集、DDS、そしてウェアラブルセンサーといった技術革新が複合的に作用
し、産業構造の大きな転換期を迎えている。特に、細胞・遺伝子治療の製造スケーラビリティとコスト削減は、商業化
の成否を分ける最重要課題であり、AIと自動化技術の導入が不可欠となる。また、AI創薬は新薬開発の期間とコストを
劇的に短縮し、経口GLP-1薬のような画期的な治療薬の市場投入を加速させている。診断分野では、CGMの普及とウェ
アラブルセンサーの進化が、予防医療と個別化医療の実現を後押しする。
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日本企業にとって、この変革期は大きな機会を提供する。長年培ってきた精密製造技術、高機能素材開発力、そして評
価・計測機器の強みは、細胞・遺伝子治療の自動化製造システム、LNPなどのDDS材料、高感度バイオセンサーの開発
において、国際競争力を発揮する基盤となる。例えば、自動化されたクローズドシステムやPAT機器の提供を通じて、
CDMOやOEMの製造課題解決に貢献できるだろう。また、AI創薬プラットフォームとの連携により、新たな機能性材料
や試薬の開発を加速することも可能だ。

しかし、欧州での培養肉規制や非侵襲的血糖値モニタリングの精度課題など、技術以外の障壁も存在する。日本企業は
、技術開発だけでなく、グローバルな規制動向の早期把握、データプライバシーや倫理的課題への対応、そしてリアル
ワールドエビデンス（RWE）を活用した製品価値の証明にも注力する必要がある。特に、FDAのリアルタイム臨床試験
イニシアティブのような規制当局の動きを積極的に活用し、迅速な市場投入を目指すべきだ。

今後は、異分野連携を強化し、AI企業、ITベンダー、医療機器メーカー、素材メーカーが一体となって、統合的なソリ
ューションを提供できるかが鍵となる。日本の製造業・商社は、自社の強みを活かしつつ、グローバルなエコシステム
の中で戦略的なポジションを確立することで、この医療・バイオ分野の大きな波を乗りこなし、持続的な成長を実現で
きるだろう。

◆ 自社の製造技術や素材開発力は、細胞・遺伝子治療の自動化・スケーラビリティ課題に対し、どのような具体的なソリ
ューションを提供できるのか？

◆ AI創薬プラットフォームとの連携を強化するため、どのようなデータサイエンス人材の育成と、外部パートナーシップ
戦略を策定すべきか？

◆ ウェアラブルバイオセンサーの普及と非侵襲化トレンドに対し、日本市場およびグローバル市場でどのようなニッチを
狙い、製品開発・流通戦略を構築すべきか？

Troy Technical Weekly 編集アシスタント 医療・バイオ分野担当
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